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3. 公共施設等の現状

(1)公共建築物の保有状況

本市が保有する公共建築物には、市民に広く利用されている公民館や体育館、

図書館、市庁舎などの施設があります。

施設用途別の延床面積の内訳（図 2-13）を見ると、学校教育系施設が最も多

く、100,810.5 ㎡で全体の 45.4％を占めており、次いで行政系施設が約

28,593.2 ㎡で 12.9％、スポーツ・レクリエーション施設が 22,281.4 ㎡で

10.0％となっています。

図 2-13 施設用途別の建物延床面積の内訳（平成 27年 7月末現在）

資料：資産経営課調べ
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表 2-20 有形固定資産減価償却率の推移

平成 28年度平成 29年度平成 30 年度 令和元年度

有形固定資産減価償却率（％） 51.9 53.1 53.5 54.3

資料：財政課資料

Ａ 枠内が追記した資料


